
２
月
８
・
９
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
、
サ
ン
ヒ
ル
ズ

三
河
湾
に
お
い
て
「
県
職
連

合
現
評
役
員
学
習
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
延
べ
29
名
の

組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
鬼
頭
現
業
評
議
会

議
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
レ
ジ
ュ
メ
に
従
い
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

初
め
に
、
組
合
本
部
の
長

坂
書
記
長
に
情
勢
報
告
と
し

て
、
給
与
削
減
、
退
職
手
当

見
直
し
の
交
渉
経
過
等
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、

当
初
、
給
与
３
・
５
％
・
期

末
勤
勉
手
当
３
・
０
％
削
減

の
提
示
が
あ
り
、
１
月
11
・

17
・
21

日
と
交
渉
を
重
ね
、

抗
議
署
名
・
早
朝
ビ
ラ
配
布
・

県
関
係
５
組
合
総
決
起
集
会

の
諸
行
動
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

１
月
25
～
26
日
に
か
け
て

局
長
交
渉
、
深
夜
に
片
桐
副

知
事
交
渉
を
行
い
、
知
事
判

断
に
よ
る
最
終
提
示
「
給
与

３
・
０
％
・
期
末
勤
勉
手
当

１
・
５
％
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
。本

部
闘
争
委
員
会
は
、
『
妥

結
し
な
い
』
こ
と
を
判
断
し
、

職
場
討
議
を
踏
ま
え
て
、
２

月
26
日
の
中
央
委
員
会
で
最

終
判
断
を
示
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、

国
準
拠
を
理
由
に
3
月
１
日

か
ら
段
階
的
に
引
下
げ
す
る

こ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
も
あ

り
、
あ
る
程
度
認
識
し
て
い

た
も
の
の
、
参
加
者
か
ら
溜

息
が
聞
こ
え
て
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
白
頭
副
議
長

か
ら
「
現
業
職
員
の
賃
金
制

度
の
仕
組
み
・
人
事
評
価
制

度
に
つ
い
て
」
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。

給
与
が
24
年
度
か
ら
見
直

さ
れ
、
行
㈡
を
準
用
し
た
現

業
職
員
の
給
料
表
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
生
涯
賃
金
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
、
４
級
か
ら

５
級
に
な
る
に
は
昇
任
が
必

要
と
な
り
、
主
査
級
に
な
ら

な
い
と
５
級
に
昇
格
で
き
な

い
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
事
評
価
制
度
と
平
行
し
て

５
級
昇
任
問
題
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
説
明
を
受
け
た
後
、
、

２
班
に
分
け
た
分
散
会
で
、

職
場
の
実
態
等
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
分
散
会
で
は
活

発
な
意
見
等
が
だ
さ
れ
ま
し

た
が
、
短
時
間
だ
っ
た
た
め

職
場
の
状
況
等
は
一
部
の
組

合
員
の
話
を
聞
く
こ
と
が
出

来
な
い
状
態
で
し
た
。

夕
食
の
交
流
会
を
含
め
、

一
部
の
組
合
員
は
役
員
の
部

屋
に
て
深
夜
２
時
頃
ま
で
分

散
会
の
続
編
を
熱
烈
に
話
し

合
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
昨
日
の
分
散

会
の
座
長
か
ら
報
告
ま
と
め

が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
鬼
頭
議
長
よ
り

「
現
業
評
議
会
役
員
と
し
て
の

役
割
」
と
し
て
、
組
合
員
に
、

『
学
ん
で
要
求
、
要
求
で
団
結
、
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○ 役員学習講座を開催しました
2月8日午後2時30分～9日午前
(サンヒルズ三河湾)

○ 支部等代表三役会議
3月9日午後1時30分～

２０１３年２月１５日
№ １３０２

現業評議会の長年の要望で

ある現業職員の新規採用が２

０１３年度に現実のものとな

りました。

今回は、①採用職種は、家

畜飼養管理員、②勤務予定場

所は、畜産総合センター本所・

種鶏場、③採用者数は若干名

ととなっています。

県当局は、現業職員の退職

不補充方針のもと、現業職場

の委託・非常勤化・廃止を進

めてきましたが、07年「現業

職員のあり方検討」に置いて

正規職員で行う業務について

新規採用の再開を求め要求し

てきた成果が現実のものとな

りました。とても画期的であ

ります。

これで確かな道筋ができて

きましたので、今後も新規採

用を求めていくとともに組合

活動もさらに強めていく事が

重要になってき

ました。ともに

頑張りましょう。



団
結
し
て
行
動
』
と
呼
び
か

け
、
さ
ら
に
『
声
を
あ
げ
る
、

声
を
ひ
ろ
う
、
声
を
ぶ
つ
け

る
活
動
』
に
し
た
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
２
０
１
３
年
度

の
年
間
行
動
計
画
に
つ
い
て
」

と
「
当
面
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
行
動
計
画
の
中

に
、
毎
年
７
月
に
行
わ
れ
る

現
評
レ
ク
は
、
行
き
先
・
内

容
は
未
定
だ
が
、
今
年
は
、

日
帰
り
設
定
で
行
う
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
22
日
（
火
）
に
セ
ン

タ
ー
内
の
愛
護
室
に
お
い
て

４
名
の
参
加
で
行
っ
た
。

本
部
か
ら
は
「
今
後
の
昇

任
・
昇
格
に
つ
い
て
」
今
年

度
か
ら
人
事
評
価
制
度
が
本

格
運
用
さ
れ
て
過
去
に
あ
っ

た
経
歴
的
基
準
で
の
昇
格
要

求
は
現
行
制
度
で
は
望
め
な

い
。現

評
と
し
て
も
年
功
的
な

序
列
を
廃
し
て
人
事
評
価
制

度
の
な
か
で
主
査
級
昇
任
に

反
映
さ
せ
る
か
を
考
え
所
属

内
で
も
主
査
級
を
職
場
要
求

と
し
て
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
り
、

組
合
員
か
ら
は
現
業
の
主
査

級
昇
任
は
農
水
関
係
で
退
職

２
年
前
、
動
管
関
係
で
平
均

55
歳
ぐ
ら
い
で
昇
格
し
て
い

る
状
況
が
あ
り
現
業
職
員
の

処
遇
改
善
を
求
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
い
う
意
見
も
出

さ
れ
た
。

１
月
24
日
（
木
）
に
組
合

本
部
会
議
室
に
お
い
て
６
名

の
参
加
で
行
っ
た
。

印
刷
業
務
に
つ
い
て
は
平

成
24
年
度
末
で
廃
止
が
決
ま
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
職
員

の
配
置
転
換
で
本
人
の
希
望

を
尊
重
し
た
異
動
を
さ
せ
る

こ
と
な
ど
組
合
本
部
と
し
て

も
申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
た

が
体
験
研
修
や
配
属
先
等
の

現
状
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

異
動
の
希
望
に
つ
い
て
は

配
属
先
が
農
業
総
合
試
験
場
、

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
、

財
産
管
理
課
（
運
転
手
）
３
ヶ

所
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

な
か
で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
段
階

で
第
一
希
望
、
第
二
希
望
の

意
向
を
求
め
ら
れ
て
組
合
員

に
よ
っ
て
は
第
三
希
望
ま
で

聞
き
取
り
さ
れ
て
い
る
。

体
験
研
修
に
つ
い
て
は
本

人
の
希
望
が
あ
れ
ば
数
ヶ
所

の
職
場
体
験
は
実
施
さ
れ
た

と
の
こ
と
。

ま
た
、
強
い
要
望
と
し
て

は
職
場
廃
止
に
と
も
な
う
異

動
な
の
で
通
常
の
内
示
よ
り

早
い
時
期
の
内
示
を
求
め
る

声
や
異
動
先
に
つ
い
て
も
通

勤
事
情
等
や
個
別
・
個
人
の

事
情
を
踏
ま
え
た
配
慮
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

１
月
28
日
に
病
院
内
の
会

議
室
に
お
い
て
12
名
の
参
加

で
行
っ
た
。

組
合
本
部
か
ら
は
、
人
員

関
係
に
つ
い
て
、
栄
養
管
理

科
の
栄
養
士
は
、
非
常
に
難

し
い
。
調
理
師
の
嘱
託
は
再

任
用
で
落
ち
着
く
と
思
う
が
、

労
働
時
間
数
の
問
題
も
あ
る

の
で
職
場
で
よ
く
話
し
合
っ

て
ほ
し
い
。

人
事
評
価
に
つ
い
て
、
病

院
は
勤
務
評
定
に
よ
り
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
25
年
度
か

ら
新
し
い
人
事
評
価
制
度
に

つ
い
て
試
行
の
提
示
が
さ
れ

る
と
思
う
。
主
査
級
に
な
ら

な
い
と
行
（
二
）
5
級
に
昇

格
で
き
な
い
実
態
か
ら
、
評

価
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
今
年
度
、
が
ん
中

央
病
院
で
1
名
、
愛
知
病
院

で
２
名
の
定
年
退
職
者
が
あ

る
。
来
年
度
は
再
任
用
で
雇

用
さ
れ
る
と
思
う
が
、
今
後

は
、
勤
務
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
の
で
、

民
間
委
託
の
導
入
も
考
え
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
現
場
で

し
っ
か
り
議
論
を
し
て
い
く

必
要
も
あ
る
。

２
月
１
日
に
豊
橋
市
内
に

お
い
て
５
名
の
参
加
で
行
っ

た
。組

合
本
部
か
ら
退
職
金
の

削
減
と
13
年
度
の
給
与
削
減

の
交
渉
経
過
を
説
明
し
、
そ

の
後
、
現
業
評
議
会
の
今
後

の
取
組
を
説
明
が
さ
れ
た
。

討
論
の
中
で
組
合
員
か
ら

退
職
金
と
給
与
の
削
減
に
つ

い
て
「
行
（
二
）
適
用
と
退

職
金
削
減
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

で
許
さ
れ
な
い
」
「
4
年
も
我

慢
し
て
き
た
の
に
ま
だ
続
け

る
の
か
何
と
か
早
期
解
除
を

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
不
満
と

不
安
が
多
数
出
さ
れ
た
。

ま
た
現
評
か
ら
役
割
達
成

度
評
価
の
最
終
評
定
の
時
期

な
の
で
し
っ
か
り
自
己
Ｐ
Ｒ

を
し
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ

た
。

職場集会の日程

現業評議会は、現業職場の課題等
について現業組合員と意見交換を
行うことを目的に「職場集会」を
実施することとしています。

１月22日 動管センター知多
１月24日 出納管理課印刷Ｇ
１月28日 がんセンター中央（給食）
２月 1日 東三・奥三河支部合同
２月13日 がんセンター中央(看護補助員)
２月15日 動管センター尾張
２月18日 がんセンター愛知
２月22日 動管センター本所
３月 1日 三河高原牧場
３月 5日 段戸山・山間農業
３月 7日 農業総合試験場
３月11日 畜産総合センター
３月22日 女性相談センター

調整中 種鶏場、農総試安城、コロニー

定期人事異動に伴う所属先の変更、
定年・かんしょう・自己都合による
退職などで、所属の組合員のメンバー
が変更となります。現評組合員台帳
を整備するため、３月1８日から月
末にかけて、異動等の調査を行いま
すので、支部議長や職場代表者の協
力をお願いします。

① 異動状況調査
本部作成の様式による

② 調査期間
３月２９日(金)まで


